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ごあいさつ 

学校法人獨協学園理事長 寺野 彰 

姫路獨協大学創立２０周年にあたり一言ご挨拶申し上げます。 

ご承知のように本学は姫路市との初の公私協力のもとに創設した大学 

でございます。以来、地元に根付いた大学としてその教育を展開してまい 

りました。そして、外国語学部、法学部、経済情報学部から構成されるい 

わゆる文科系大学から、平成１８年度に医療保健学部を開設し、さらに平 

成１９年度には薬学部を設置し、 若者の多様なニーズに応えられる総合大 

学としてその陣容を整えたところでございます。 

このたび創立２０周年の記念事業として、地域への貢献と地元との連携を強化するため 

播磨総合学研究所の設立、生涯教育等の中核施設としての創立２０周年記念ホールの設置 

等の施設整備を行うこととし、これらの施設の充実を図るための資金として寄付金を募集 

することにいたしました。 

つきましては、依然として厳しい経済情勢下ではございますが、本学の記念事業実施に 

多くの関係の皆様方のご理解、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

姫路獨協大学同窓会会長 寺本 錠治 

平素は同窓会のために格別のご支援をいただき、 誠にありがたく厚くお 

礼申し上げます。 

さて、姫路獨協大学は、天野貞祐博士の教育理念を礎に、獨協学園と姫 

路市との「公私協力」によって昭和 62年(1987 年)に開学して、今年度創 

立２０周年を迎えました。この間本学は、「学問を通じての人間形成」を 

理念におき、 それを受け継ぐ人間的実学教育を通して多くの優れた人材を 

世に送り出してまいりました。今後本学が、２１世紀にむけ内外の変化と 

社会の要請に応えて大きく飛翔するため、同窓会としても創立２０周年記念事業を推進い 

たします。そこで、その財源の一部を卒業生の皆様、在学生のご父母の皆様、各界の関係 

者の皆様をはじめ、大学にご縁のある皆様から、ご賛助、ご支援をいただき、学園の歴史 

に永くその名をとどめさせていただくことといたしました。 

つきましては、昨今の厳しい経済情勢の折柄、誠に恐縮ではありますが、募金要項にて 

ご寄付をお願いいたしたいと存じます。本学の「企業社会・地域社会・国際社会に開かれ 

た大学づくり」の一助として、また、優れた人材の育成を通じた日本社会の発展の一助と 

して、皆様方の温かいご協力を賜りますようお願い申し上げます。



姫路獨協大学 学長 大塚 健洋 

学校法人獨協学園は、その起源を 1881（明治 14）年創立の獨逸学協会 

とし、1883（明治 16）年に開校した獨逸学協会学校から歴史を刻むこと 
125 年の伝統を誇る、我が国屈指の私立学校です。姫路獨協大学は、「姫 

路に総合大学を」という西播磨 85 万住民の熱い要望を受けて、大学誘致 

を推進する姫路市と、 永い伝統を誇る獨協学園との全国初の公私協力方式 

により 1987（昭和 62）年に設立され、2007（平成 19）年に創立 20 周 

年を迎えました。当初、外国語学部と法学部の 2 学部でスタートした本 

学は、その後、経済情報学部、大学院、法科大学院を開設し、2006（平成 18）年には初の 

理系学部として医療保健学部を、2007（平成 19）年には、薬学部を新設いたしました。こ 

れによって本学は、人文・社会・自然科学の 3 分野を備えた 5 学部、大学院 3 研究科、専 

門職大学院 （法科大学院） を有する文理総合大学へと発展し、 創立 20 年目にしてようやく、 

姫路市との 「大学設置に関する協定書」 に謳われた総合大学を実現することができました。 

本学は、開学以来、元文部大臣であり、カント哲学者であった天野貞祐博士の「大学は 

学問を通じての人間形成の場である」という教育理念を基に、広く社会の求める学術の理 

論及び応用を研究、教授することによって、新しい文化の創造的担い手となる人間性豊か 

な人材を育成することを目的とし、教育・研究を推進して参りました。一方、私立大学を 

取り巻く環境はますます厳しく、特色のない大学、実績のない大学は既に淘汰される時代 

に入っております。こうした社会情勢に対し、本学では、第二の開学という意気込みで学 

部の新設・再編を行うとともに、 創立 20 周年を機に、 本学の建学の理念に改めて立ち返り、 

「学問を通じた人間形成」と「地域貢献」を 2 本の柱として、幅広い教養と深い専門性、 

そして高い道徳性を兼ね備えた人材を育成し、多様な分野での学術研究を推し進めるとと 

もに、地域への貢献と地元との連携を軸に、さらに魅力ある大学にして参りたいと考えて 

おります。 

このたび、創立 20 周年記念事業として、生涯学習等の中核施設としての創立 20 周年記 

念ホールの設置、シンクタンクとしての播磨総合研究所の開設及び市民も気軽に利用でき 

るカフェテリアの増設を行うとともに、 建設以来 20 年を経過した講義棟など教育設備等の 

改修・充実計画に、平成 21 年度末を完成を目処に、順次着工する予定です。 

本学といたしましては、経営の合理化、経費の節減・効率化に努めることはもちろん、 

十分な資金の確保と自助努力に最大限の努力を重ねておりますが、学納金のみに依存する 

資金計画には自ずと限界を生じます。現在の厳しい社会・経済状況のもとでのお願いで、 

誠に恐縮ではありますが、これら一連の資金につきまして、本学の教職員はもとより、卒 

業生、在学生のご父母、退職された教職員や厚志の方々、また、企業の皆様方にご協力を 

お願いする次第です。何卒、本学の教育・研究のさらなる発展のために、この募金に皆様 

の暖かいご理解とご支援を賜りますよう、衷心よりお願い申し上げます。



募 金 要 項 

名称 

姫路獨協大学創立２０周年記念 教育設備等の充実募金 

募金目標額 

１億円 

募金の種類 

個人 １口１万円、できるだけ複数口でご協力をいただければ幸いです。 

法人 １口１０万円、できるだけ複数口でご協力をいただければ幸いです。 

ただし、個人・法人とも上記金額にかかわらず有難くお受けいたします。 

募集期間 

２００８（平成２０）年１月～２００９（平成２１）年１２月の２年間 

申込および振込方法 

個人の場合 

1.この寄付金につきましては、税の優遇措置を受けることができますので、本学所定の「寄付申込書（個 

人用）」 に必要事項をご記入の上、 同封の返信用封筒にて姫路獨協大学経理部会計課までお送りください。 

2.同封の払込用紙に必要事項をご記入の上、必ず郵便振替 
．．．． 

でお払込みください。 

＊複 数回 にわた って の払 込みを ご希 望の 際は 、別 途払込 用紙 等を お送り いた しま すので 、 

姫路獨協大学経理部会計課までご連絡ください。 

取扱機関：郵便局 

口座番号：００９００-３-８６２９３ 

口座名義：学校法人獨協学園 姫路獨協大学 

法人の場合 

1.この寄付金につきましては、法人税法による減免税の措置を受けることができます。つきましては、日本 

私立学校振興・共済事業団（以下「事業団」）あてに指定寄付金の申込手続きをする必要がありますので、 

同封の事業団所定の「寄付申込書（法人用）」に必要事項をご記入いただき、同封の返信用封筒にて姫路獨 

協大学経理部会計課までお送りください。なお、事業団に対する諸手続きは本学が行います。 

2.同封の振込用紙に必要事項をご記入の上、お振込みください。 

な お 、 振込 手 数料 に つ きま し て は、 次 の取 扱銀 行 の 本 支店 を ご 利用 の 場合 は 、 無料 と なり 

ます。 

口座名義：姫路獨協大学創立２０周年記念教育設備等充実募金口 

取扱銀行 支店名 種目 口座番号 

三井住友銀行 姫路支店 普通預金 

三菱東京ＵＦＪ銀行 姫路支店 普通預金 

＊本状と行き違いにお申し込みの節は、何とぞご容赦ください。





寄 付 申 込 書 （個 人 用） 

姫路獨協大学創立 20 周年記念事業 教育設備等の充実のための資金として、以下のと 

おり寄付を申し込みます。 

年 月 日 

学校法人 獨協学園 

理事長 寺野 彰 殿 

〒 TEL 住
 
所
 

フリガナ 

寄
 
付

 
申

 
込

 
者

 

氏
 
名
 

寄付者顕彰等に使用いたしますので、楷書でご記入願います。 

印 

申 込 金 額 金 円 

寄付金払込日 年 月 日予定 

（本学との関係）該当する番号等を○で囲み、必要事項をご記入ください。 

１．姫路獨協大学在学生（保証人・本人） 

整理番号 （学生氏名 ） 

＊整理番号は封筒の宛名シールにある学籍番号を左詰めでご記入下さい。 

２．姫路獨協大学卒業生 

整理番号 （旧姓 ） 

＊整理番号は封筒の宛名シールにある在学時の学籍番号を左詰めでご記入下さい。 

３．公開講座受講生 

４．姫路獨協大学関係者（ ） 

５．獨協学園関係者（ ） 

６．その他（ ） 

（寄付者顕彰）該当する箇所を○で囲んでください。 

１．学内広報誌「ＨＤＵ」への氏名掲載を（希望します・希望しません） 

２．銘板への氏名掲載を（希望します・希望しません） 

＊5万円以上の寄付をいただいた方 

３．感謝状の贈呈を（希望します・希望しません） 

＊10万円以上の寄付をいただいた方 

＊いずれも選択されていない場合は、「希望します」と判断させていただきます。 

＊ 大 学 処 理 欄



寄 付 申 込 書 （法 人 用） 

私立学校法第3条に規定する学校法人が設置する学校教育法第1条に規定する 学校 

及び学校法人（私立学校法第 64条第 4項の準学校法人を含む。）が設置する 専修学 

校 の 教 育 若 し く は 研 究 に 必 要 な 費 用 又 は 基 金 に 充 て る た め に 、 下 記 の と お り 

寄付を申込みます。 

年 月 日 

日本私立学校振興・共済事業団 

理 事 長 鳥 居 泰 彦 殿 

〒 

寄付申込者 

住 所 

（フリガナ） 

社 名 

（フリガナ） 

代 表 者 名 

（又は個人名） 印 

1 寄 付 金 の 額 金 円 

2 寄付金払込期日 年 月 日 

3 指 定 事 項 

(1) 学 校 法 人 名 獨 協 学 園 

(2) 指 定 学 校 名 姫 路 獨 協 大 学 

(3) その他特記事項 教育設備等の充実（姫路獨協大学創立 20周年記念事業） 

4 確 認 事 項 

当該寄付により、寄付によって設けられた設備を専属的に利用すること、その他 

特別の利益をうけることがありません。 

（注１） 代表取締役の印、会社名の印、支店長名の印など、法人としての寄付と明確に 

わかる印を押印してください。 

（注２） 学校法人を経由して提出してください。 

※（寄付者顕彰）顕彰を希望されない場合は、該当する番号を○で囲んでください。 

1．学内広報誌「ＨＤＵ」への法人名掲載を希望しません。 

2．銘板への法人名掲載を希望しません。（＊50万円以上の寄付をいただいた方） 

3．感謝状の贈呈を希望しません。（＊100 万円以上の寄付をいただいた方） 

＊いずれも選択されていない場合は、「希望します」と判断させていただきます。 

＊ 大 学 処 理 欄


